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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人間の乳房を受けるようにサイズ設定されたカップ部分と、
　内面及び外面を有し、前記カップ部分から延びている円筒形部分とを具備し、
　前記円筒形部分は、周囲溝を有し、
　前記周囲溝は、前記内面に配置され、前記円筒形部分が前記周囲溝に沿って内向きに潰
れることが可能であるように構成され、これにより、前記円筒形部分が、ほぼ円形の横断
面を有する潰れていない状態から、ほぼ平たい楕円の横断面を有する潰れた状態へと動く
ことができる可撓性の乳房取り付け装置。
【請求項２】
　搾乳器の挿入部である請求項１の取り付け装置。
【請求項３】
　さらに両端部にリップを具備する請求項２の挿入部。
【請求項４】
　乳頭保護器である請求項１の取り付け装置。
【請求項５】
　前記円筒形部分は、ドーム形状部分で終わっている請求項４の取り付け装置。
【請求項６】
　前記ドーム形状部分は、切り抜き領域を有する請求項５の取り付け装置。
【請求項７】
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　円形部分と、円筒形部分とを具備し、人間の乳房の形状に対応している請求項２又は３
の挿入部を有する硬質ホーン。
【請求項８】
　前記挿入部は、前記ホーンと前記挿入部との間のシールを妨げるように配置された突出
部を有する請求項７のホーン。
【請求項９】
　前記挿入部は、硬質ホーンに取着されている請求項７又は８のホーン。
【請求項１０】
　前記挿入部は、前記挿入部の両端のリップと、ホーンの対応する部分との間の相互作用
によってホーンに取着されている請求項９のホーン。
【請求項１１】
　請求項７ないし１０のいずれか１のホーンと、
　前記挿入部と連通する圧力源と、
　乳を収集するための容器とを具備する搾乳器。
【請求項１２】
　前記圧力源は、膜ポンプである請求項１１の搾乳器。
【請求項１３】
　請求項７ないし１０のいずれか１のホーンを乳房に置くことと、
　負の圧力源を与えることと、
　圧搾された乳を収集することとを具備する乳を圧搾する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乳房取り付け装置、特に、搾乳器のための可撓性の挿入部又は乳頭保護器（
nipple shield）に関し、挿入部又は保護器は、乳児の授乳の自然な刺激をまねて乳房に
明確な（positive）マッサージ効果を与える。
【背景技術】
【０００２】
　周知のマッサージ式の搾乳器の挿入部及び保護器に関連するいくつかの欠点がある。
【０００３】
　ＥＰ０７２７２３４（Ａｖｅｎｔ　Ｌｉｍｉｔｅｄ社）に説明される搾乳器の挿入部は
、複数の凹んだ花弁（petal）を有し、これら花弁は、乳房に置かれ、そして、吸引が、
真空がマッサージ式の挿入部と硬質な支持ホーンとの間の空間に向けられるという事実に
より与えられたとき、これら花弁は、乳房から離れるように動く。乳房から離れる動きが
実際にマッサージ効果を与えるかどうかは疑わしい。
【０００４】
　ＵＳ７３９６３３９（Ｔｈｅ　Ｆｉｒｓｔ　Ｙｅａｒｓ　Ｉｎｃ．社）はまた、薄くさ
れた複数の壁を備えたマッサージ式の挿入部内の複数の領域を有する、マッサージ式の複
数の凹んだ花弁を備えた搾乳器の挿入部を説明している。しかし、吸引は、挿入部の複数
のチャネルを介して、挿入部と乳房との間の空間の薄くされた領域へと向けられる。実質
的には、搾乳器から吸引が与えられたとき、この薄くされた領域は、乳房に向かって動き
、マッサージ圧力を与える。これは、有益なマッサージを与えることができるが、凹部に
吸引を向けるために挿入部の壁のチャネルに頼っている。しかし、これらチャネルは、小
さく、使用者自身の乳房によって容易にブロックされうる。
【０００５】
　代わって、ＵＳ２００４０２４３５２（Ｐｌａｙｔｅｘ社）は、メンブレンを備えたマ
ッサージ式の挿入部を有する。これもまた、乳房に明確なマッサージ力を与えるが、マッ
サージ式の挿入部と支持ホーンとの間のキャビティ中の圧力の強化を利用する。ＵＳ２０
０４０２４３５２に説明される搾乳器は、多くの他の周知の搾乳器と同様にして乳の圧搾
を促進する乳房への吸引を与えないか、乳房の吸引及びマッサージ式のメンブレンへの高
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められた圧力を同時に与えるために搾乳器を必要とする。後者は、所望とされるよりも複
雑な搾乳器を必要とする。
【０００６】
　短いパルスで乳房に与えられる吸引がより効率的な乳の圧搾を与えることは周知である
。周知技術のように、乳房に吸引を与えることは、乳児の動作（作用）をまねることによ
って乳の圧搾を刺激する。周知の搾乳器の可撓性の領域は、わずかなマッサージ効果を与
えることによって乳の圧搾をアシストすることができる。しかし、可撓性の領域は、素材
の薄くされた領域にわたる差圧によって動き、それ故、マッサージ圧力は、多くのエネル
ギを必要とする素材の伸びに頼っているので、最小である。
【０００７】
　周知の乳頭保護器は、一定の壁の厚さを有する。このような乳頭保護器は、厚い壁によ
りマッサージを妨げるくらい硬質すぎるか、薄い壁により母体の保護を十分に与えず保護
器へのダメージの危険性のあるくらい可撓性を有しすぎる（軟質すぎる）。
【発明の概要】
【０００８】
　従って、本発明は、乳の圧搾を促進する明確なマッサージ効果を与えるために、搾乳器
の挿入部として、又は乳頭保護器として使用されることができる乳房取り付け装置を提供
する。この取り付け装置は、取り付け装置の首部の少なくとも１つの周囲溝と、クッショ
ン性の外側リムとを有することによって、この明確なマッサージ効果を達成する。本発明
の取り付け装置の周囲溝は、挿入部の壁に脆さを与え、内向きに潰れて取り付け装置をか
なり歪めるように、挿入部内の圧力の減少に対応する。取り付け装置の形状は、かなりの
吸引を与える必要なく、かなり大きなマッサージ圧力を与える。
【０００９】
　これは、周知技術とは異なる。周知技術では、マッサージ力は、素材の伸びに左右され
、従って、与えられる吸引に直接比例する。さらに、周知の搾乳器の挿入部は、乳房に向
かって、又は乳房から離れるように、局所的な力を加え、この力は、乳児の口の典型では
ない、乳房からほぼ垂直に作用する力である。本発明の挿入部の形状変化は、かなり典型
的な授乳時の乳児の口の作用であるので、乳の圧搾をする際により成功しやすい。特に、
挿入部全体が潰れて変形し、幅広のＯ形状から平たい形状へと移るように、乳児の口をま
ねている。
【００１０】
　挿入部が使用者の乳房に置かれたとき、クッション性の外側リムは、乳房に接触する挿
入部の表面から離れて位置されるチャネルにより、快適な感触を与える。従って、吸引が
与えられて使用者がポンプ（搾乳器）を彼女の体に押圧したとき、彼女は、可撓性の挿入
部によって押圧する硬質ホーンの硬い外側リムを感じることができない。
【００１１】
　本発明はまた、上に説明されるような、保護器を潰すことを可能にする同様の周囲溝を
有する乳頭保護器に関する。従って、授乳する乳児は、保護器が所定の位置にあるときで
さえも、なおも、自然なマッサージ効果を与えて乳の圧搾を促進することができる。保護
器はまた、母体の乳頭を保護する。
【００１２】
　本発明のいくつかの実施の形態が、図面を参照して例によって説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、ヘッドユニット（９）に取り付けられ、さらに、容器及びポンプのリー
ドに取り付けられる、円形部分（２）を備えた搾乳器の挿入部（１）を示す横断面図であ
る。
【図２】図２は、円形のカップ部分の位置に円形の凸状部分（１６）を有する搾乳器の挿
入部（１）を示す横断面図である。
【図３】図３は、乳頭保護器を示す横断面図である。
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【図４】図４は、乳頭保護器の概略を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　取り付け装置は、円形のカップ部分（２）を有することができる。カップ（２）のベー
スのところで、取り付け装置はまた、取り付け装置（１）のカップ部分（２）から延びた
円筒形の首部（３）を有する。取り付け装置（１）は、可撓性素材（軟質素材）でできて
いる。
【００１５】
　取り付け装置（１）の円筒形部分（３）は、内面に少なくとも１つの周囲溝（１２）を
有する。溝は、丘部（land）（即ち、溝によりもたらされる突条部）と交互になっている
。好ましくは、円筒形部分（３）は、２つ、３つ、４つ、５つ又は６つの溝を有する。溝
（１２）は、円筒形部分（３）の外面に、追加的に、又は代わって形成されることができ
る。取り付け装置（１）は、周囲溝（１２）の周りの薄くされた領域を含まない。これら
周囲溝（１２）及び丘部は、波形の横断面を備えた円筒形部分（３）を与える。
【００１６】
　取り付け装置は、搾乳器のための挿入部であることができる。挿入部（１）の円形部分
（２）は、搾乳器の他の構成部材に取り付けられていないとき、浅いカップ形状を有する
。カップ部分（２）の縁部、即ちリム（４）が、リップ（５）を形成するように、それ自
身折り返っている。それ自身が折り返っていることによって、挿入部（１）のこの部分は
また、リム（２３）を、即ち、使用時にクッション効果を奏する球根状部分を形成してい
る。
【００１７】
　挿入部はまた、円形カップ部分の位置で円形の凸状部分（１６）を有する。凸状部分（
１６）は、使用者が押圧することができることに対するクッションを与えるように、外向
きにドーム状になっている。凸状部分（１６）は、乳房が硬質ホーンのリムに押圧される
ことができないことを確実にする。
【００１８】
　使用のために組み立てられたとき、挿入部（１）は、硬質ホーン（６）に係合し、これ
により、硬質ホーン（６）の内面全体が挿入部（１）により保護される。それ故、硬質ホ
ーン（６）の形状は、可撓性の挿入部（１）の形状にほぼ対応している、即ち、ホーン（
６）は、円形部分のベースから延びている円筒形の首部分（１４）を備えた円形のカップ
部分（１３）でできている。ホーン（６）の円形部分（１３）のカップの形状は、可撓性
の挿入部（１）がホーン（６）内に取着されていないとき、可撓性の挿入部（１）のカッ
プの形状よりもかなり顕著（pronounced）である。硬質ホーン（６）は、カップ部分（１
３）から円筒形部分（１４）へのステップ（１５）を有する。硬質ホーン（６）がヘッド
ユニット（９）に取り付けられたとき、円筒形部分全体が、ヘッドユニットの対応する部
分に係合する。
【００１９】
　キャビティ（７）が、可撓性の挿入部（１）と硬質ホーン（６）との間に形成される。
円筒形部分（２）の縁部又は円形の凸状部分（１６）のところの可撓性の挿入部（１）の
リップ（５）は、挿入部（１）の外面の尖った突条部とリップ（５）の外縁部との間に形
成された凹部、即ちチャネル（８）を有する。硬質ホーン（６）の対応する部分は、可撓
性の挿入部（１）とホーン（６）との間の緊密な接続を果すように、凹部、即ちチャネル
（８）に係合する。従って、挿入部（１）の口は、硬質ホーン（６）へとかぎ形に曲がっ
ている（hook）。
【００２０】
　可撓性の挿入部（１）と硬質ホーン（６）との間のキャビティ（７）のシールは、円形
部分の縁部でリップ（５）に垂直に延びている挿入部（１）の２つの小さな平行な平頂の
（flat-topped）突出部によって壊される。これら突出部はまた、これら突出部が挿入部
（１）とホーン（６）との間のシールを壊すとすれば、リップに対して他の方向にも延び
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ることができる。これら突出部は、例えば、突条部、バー又は構成部（formation）であ
る、挿入部（１）から突き出た任意の構造であることができる。キャビティ（７）がシー
ルされると、挿入部の変形は、使用中、キャビティの体積を変化させる。これは、圧力に
影響を与え、圧力の変化が、挿入部（１）の変形に対する耐性（従って、挿入部によって
与えられるマッサージ量の抑制）を与える。挿入部（１）に与えられる２つの小さな平頂
の突条部は、ホーン（６）の外側リムの周りに空気の通路を生じ、キャビティ（７）がキ
ャビティ（７）の内部の体積の変形にかかわらず周囲圧力を維持することができることを
確実にする。
【００２１】
　ヘッドユニット（９）に取り付ける挿入部（１）の円筒形部分（３）の端部のところで
、挿入部分はまた、硬質ホーン（６）がその中に緊密に係合されることができるチャネル
、即ち凹部（１０）を与えるように、それ自体折り返っている。従って、可撓性の挿入部
（１）は、両端部で硬質ホーン（６）にかぎ形に曲がっている。
【００２２】
　挿入部（１）のカップ部分がかぎ形に曲がっている硬質ホーン（６）の部分は、挿入部
（８）のチャネル、即ち凹部に係合する（即ち相互作用する）平らなリム（１１）である
。挿入部（１）の円筒形部分（３）に係合する硬質ホーン（６）の他端は、円筒形の硬質
ホーンの部分を残して切り抜かれた部分を有し、これは、ホーンの残りの部分よりも薄く
、挿入部（１）によって与えられる凹部、即ちチャネル（１０）に係合する（即ち相互作
用する）。
【００２３】
　可撓性の挿入部（１）が硬質ホーン（６）に取り付けられたとき、可撓性の挿入部（１
）は、伸ばされ、挿入部（１）のカップ形状を、より顕著になり乳房の形状にほぼ対応す
るようにさせる。これにより、挿入部（１）は、乳房に置かれることができる。
【００２４】
　挿入部（１）と硬質ホーン（６）との組合せ構造が、ヘッドユニット（９）に、即ち、
円筒形部分（３）の端部でポンプの本体に取り付けられる。
【００２５】
　ヘッドユニット（９）は、手動ポンプ又は電動ポンプに取り付けられることができる。
適切な電動ポンプは、膜ポンプである。
【００２６】
　使用時には、ヘッドユニット（９）はまた、乳を収集する容器に接続される。ヘッドユ
ニット（９）は、容器にユニットをねじ留めするための雌ねじを有することができる。ユ
ニットはまた、容器に取り付けるユニットの部分に一方向弁を有することができ、これに
より、容器が取り付けられたとき、乳がユニット及び弁を通過して容器に導かれる。一方
向弁は、周知技術のようなダックビル弁又はフラップ弁であることができる。
【００２７】
　使用時には、吸引は、可撓性の挿入部が周囲溝に沿って潰れるように、ポンプによって
乳房及び可撓性の挿入部に与えられる。これは、挿入部（１）の円筒形の首部（３）を潰
れて変形するようにし、円形の横断面から平たい楕円の横断面へと移る。この形状の変化
は、乳房にマッサージ圧力を与え、乳の産出を刺激する。
【００２８】
　吸引パルスが終わった後、ポンプがユニットに空気を流し戻して、可撓性の挿入部（１
）が元の形状に戻る。吸引サイクルの間に圧搾された乳は、挿入部（１）の首部を通過し
てユニット本体（９）へと流れ、一方向弁を介して貯蔵容器に入れられる。
【００２９】
　挿入部（１）の２つの平頂の突出部は、可撓性の挿入部（１）と硬質ホーン（６）との
間のキャビティ（７）が周囲雰囲気からシールされていないので、挿入部の変形が最小の
耐性（抵抗）で起こることを確実にする。
【００３０】
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　可撓性の挿入部（１）は、シリコーンゴムでできていることができ、一方、ホーン（６
）及びポンプのヘッドユニット（９）は、ポリプロピレンのような硬質プラスチックでで
きていることができる。
【００３１】
　取り付け装置はまた、乳頭保護器であることができる。取り付け装置が乳頭保護器であ
るとき、円筒形の首部が乳頭を受ける形状に合わせられたドーム状部分（１）で終わって
いる。
【００３２】
　保護器のドーム形状部分（１９）は、少なくとも１つの切り抜き部分（１７）を有する
。切り抜き部分は、ドーム形状部分全体の実質的に５分の１、４分の１、３分の１又はそ
れ以上であることができる。ドーム形状部分は、さらに、ドーム形状部分の先端の比較的
小さな複数の孔（１８）を有することができる。
【００３３】
　乳頭保護器のカップ形状部分は、幅広の平らな領域であり、薄い素材ででき、乳房に対
してシールすることができる。円筒形部分（３）及びドーム部分（１９）は、比較的厚い
素材でできていることができる。
【００３４】
　使用時には、乳頭保護器は、乳房に置かれ、乳児が、円筒形部分（３）を吸引する。乳
児が吸引するのに従って、円筒形部分（３）の周囲溝（１２）が保護器を潰し、これによ
り、乳房に自然なマッサージ効果を与えて、乳の放出を促進する。
【００３５】
　乳児はまた、Ｏから比較的平たい形状までその口の形状を変えることによって引き起こ
されるマッサージ作用を与えることができる。周囲溝（１２）は、これによって、乳頭保
護器が、容易に潰され、最小の干渉で乳房への自然なマッサージ作用を伝達することがで
きることを確実にする。言い換えれば、保護器が潰れなければ、乳児の授乳作用からのマ
ッサージ力に耐える。これは、乳頭保護器が自然な授乳作用を抑制し、乳房への刺激を低
減させ、最終的に、母体の乳の供給を減らすので望ましくない。
【００３６】
　切り抜き部分は、乳児の口への乳の実質的な放出を与える。さらに、切り抜き部分は、
乳児が母体の乳頭を感じることができることを意味している。
【００３７】
　非使用時には、保護器は、ケーシングに収容され保護されることができる。ケーシング
（２２）は、保護器の乳頭部分を収容するように、第２のドーム形状部分（２１）を備え
た第１のカップ形状部分（２０）を有する。
　以下に、本出願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］人間の乳房を受けるようにサイズ設定された第１の円形部分と、第２の円筒形部分
とを具備し、前記第２の円筒形部分は、周囲溝を有する可撓性の乳房取り付け装置。
［２］搾乳器の挿入部である［１］の取り付け装置。
［３］さらに両端部にリップを具備する［２］の挿入部。
［４］乳頭保護器である［１］の取り付け装置。
［５］前記第２の円筒形部分は、ドーム形状部分で終わっている［４］の取り付け装置。
［６］前記ドーム形状部分は、切り抜き領域を有する［５］の取り付け装置。
［７］円形部分と、円筒形部分とを具備し、人間の乳房の形状に対応している［２］又は
［３］の挿入部を有する硬質ホーン。
［８］前記挿入部は、前記ホーンと前記挿入部との間のシールを妨げるように配置された
突出部を有する［７］のホーン。
［９］前記挿入部は、硬質ホーンに取着されている［７］又は［８］のホーン。
［１０］前記挿入部は、前記挿入部の両端のリップと、ホーンの対応する部分との間の相
互作用によってホーンに取着されている［９］のホーン。
［１１］［７］ないし［１０］のいずれか１のホーンと、前記挿入部と連通する圧力源と
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、乳を収集するための容器とを具備する搾乳器。
［１２］前記圧力源は、膜ポンプである［１１］の搾乳器。
［１３］［７］ないし［１０］のいずれか１のホーンを乳房に置くことと、負の圧力源を
与えることと、圧搾された乳を収集することとを具備する乳を圧搾する方法。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】



(9) JP 5575893 B2 2014.8.20

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100075672
            弁理士　峰　隆司
(74)代理人  100095441
            弁理士　白根　俊郎
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100103034
            弁理士　野河　信久
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(72)発明者  クッドワース、ニコラス
            イギリス国、デーエイチ６・１エーイー、カウンティー・ダーハム、ピッティントン、ホールガー
            ス・レーン　５

    審査官  石田　宏之

(56)参考文献  国際公開第２００５／０４２０６２（ＷＯ，Ａ１）　　
              特許第４１６９２７１（ＪＰ，Ｂ２）　　
              特表２００５－５０２３９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１１２６５４（ＪＰ，Ａ）　　　
              実用新案登録第２５２５８３２（ＪＰ，Ｙ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｍ　　　１／０６　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

